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子どもたちの明るい笑顔･未来と民族教育の発展のために 

「
子
ど
も
た
ち
の
学
び
と
成
長

を
止
め
な
い
た
め
に
」
の
一
心
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

に
よ
る
学
校
活
動
の
調
整
、
制
限

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
下
で

も
、
保
護
者
と
同
胞
の
方
々
、
日

本
の
友
人
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
も
と
、
県
下
六
校
の
ウ

リ
ハ
ッ
キ
ョ
で
は
一
学
期
を
成
果

裏
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

猛
暑
と
長
雨
が
続
い
た
夏
休
期

間
に
も
、
防
疫
対
策
を
し
っ
か
り

講
じ
て
活
動
を
行
う
各
学
校
に

は
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
夏
期
学
童
、

夏
期
保
育
な
ど
に
参
加
す
る
生

徒
、
児
童
、
園
児
た
ち
の
元
気
な

声
が
い
つ
も
溢
れ
て
い
ま
し
た
。 

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
の
増
加
傾
向
が
続
き
、

若
い
世
代
や
子
ど
も
た
ち
の
中
で

も
感
染
者
が
増
加
し
て
い
る
状
況

と
、
そ
れ
に
伴
い
発
出
さ
れ
た
緊

急
事
態
宣
言
措
置
へ
の
兵
庫
県
の

対
応
方
針
を
踏
ま
え
、
本
学
園
で

は
夏
休
期
間
終
盤
の
防
疫
対
策
を

よ
り
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
中
級

部
・
高
級
部
の
始
業
式
を
延
期
し

て
全
校
八
月
三
一
日
に
始
業
式
を

行
う
よ
う
日
程
の
調
整
、「
兵
庫
朝

鮮
学
園
対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
二

〇
二
一
年
八
月
二
八
日
版
）
と
各

学
校
対
応
の
策
定
、
伝
達
な
ど
を

行
い
対
応
し
て
お
り
ま
す
。 

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

状
況
を
鑑
み
て
防
疫
対
策
を
徹
底

す
る
と
と
も
に
、
九
月
四
日
ま
で

の
学
校
活
動
を
土
曜
日
の
日
課
に

準
じ
な
が
ら
学
校
の
実
情
に
合
わ

せ
て
運
営
す
る
こ
と
、
感
染
憂
慮

者
が
発
生
し
た
場
合
の
学
校
と
家

庭
で
の
対
応
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
制

限
方
針
、
学
校
関
係
者
に
感
染
が

発
生
し
た
場
合
に
も
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
、
感
染
が
広
が
る
こ
と

な
く
学
校
を
正
常
運
営
へ
と
移
行

で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

二
学
期
に
は
、
現
況
に
応
じ
た

開
催
形
式
で
各
学
校
の
運
動
会
や

愛
校
祭
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ
な
ど
の
行
事
、
創
立
七
五

周
年
を
迎
え
た
学
校
で
は
記
念
行

事
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

各
種
校
内
行
事
や
各
ク
ラ
ブ
の
大

会
、
競
演
、
発
表
会
な
ど
も
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

が
長
期
化
し
て
収
束
の
見
通
し
が

立
た
な
い
不
安
な
状
況
が
続
き
ま

す
が
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
引
き
続
き
本
学
園
と
県
下
ウ
リ

ハ
ッ
キ
ョ
の
学
校
運
営
と
子
ど
も

た
ち
の
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

新型コロナウイルス感染拡大状況のさなか２学期始業 

緊急事態宣言発出中の感染拡大状況への兵庫朝鮮学園対応ガイドライン(抜粋) 

１.防疫対策を徹底し緊急事態宣言下での必要な対

策を講じて、状況に応じて制限を継続或いは正常化

方向に調整しながら、適切な時期に学校全般事業を

基本的に正常運営できるよう対応する。 

１）文科省「学校の新しい生活様式」に準じて、防疫

対策を徹底する。 

２）当面９月４日までの学校・園生活を、平常時の土

曜日課に準じた各学校の実情に沿った内容で行い、

９月６日以降は、平常時の日課に準じた各学校対応

に移行する。 

３）学校クラブ活動は、兵庫県の方針に沿って原則活

動休止として、公式戦または公式戦に準ずる大会を

控えたクラブに限り日数や時間などを縮小、活動内

容を調節（感染リスクが高くなる活動を避けるな

ど）し、感染防止対策をしっかり立てた上で行う。 

４）校外での課外活動は、防疫対策が十分実施されて

おり、学校教務委員会が開催可能だと判断する活動

に限り行うものとし、宿泊制、県外での活動は行わ

ない。 

５）教育・保育活動の一環として行う学校行事は、防

疫対策をしっかり講じて開催することが可能であ

ると、学校教務委員会が判断する内容で実施するこ

とができる。 

２．その他の学校関連事業について 

１）学校団体（ｵﾓﾆ会、ｱﾎﾞｼﾞ会など）の各種会議と活

動は、学校長と団体責任者で協議のうえ判断する。 

２）学校施設の大衆行事や飲食を伴う会合などへの

貸出は禁止する。 

３）校舎・園舎など屋内施設の貸出、屋外である運動

場の貸出は、県内在住の利用者であることを前提

に、学校の判断のもと対象に応じて防疫対策などの

条件付きで可能とするが、学校の状況と実情によっ

ては貸出を中止することも可能である。 

３．学校で、または学校関係者の中で、新型コロナウ

イルス感染者（憂慮者含む）及び濃厚接触者（憂慮

者含む）が発生した場合は、兵庫県下朝鮮学校での

対応指針「学校での新型コロナウイルス感染者、濃

厚接触者が発生した場合の対応」に沿って迅速かつ

適切に対応する。 
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幼稚班 便り 

七
月
十
日
、
学
習
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。
全
員
で
七

夕
の
歌
と
お
話
を
披
露
し
た

後
、
学
年
ご
と
に
準
備
し
た

学
習
成
果
を
発
表
し
ま
し

た
。
ウ
リ
マ
ル
発
表
、
縄
跳
び

や
楽
器
演
奏
な
ど
多
様
な
発

表
を
し
た
子
ど
も
た
ち
。
ア

ボ
ジ
、
オ
モ
ニ
た
ち
も
惜
し

み
な
い
拍
手
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。 

初級部 低学年便り 

初級部 高学年便り 中級部 便り 

七
月
二
日
尼
崎
、
伊
丹
初

級
部
六
年
生
を
対
象
に
体
験

入
学
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

日
中
級
部
生
た
ち
が
自
分
た

ち
の
力
で
準
備
し
た
企
画
を

六
年
生
た
ち
に
披
露
し
ま
し

た
。
生
徒
一
人
一
人
が
輝
き
、

み
ん
な
の
魅
力
が
ぎ
ゅ
っ
と

詰
ま
っ
た
企
画
で
し
た
。
中

学
生
た
ち
が
六
年
生
た
ち
の

た
め
一
生
懸
命
に
励
ん
だ
今

回
の
姿
を
通
し
て
、「
ウ
リ
尼

崎
中
級
部
」
の
魅
力
を
存
分

に
発
揮
で
き
た
こ
と
で
し
ょ

う
。 七

月
十
六
～
十
七
日
に
高

学
年
キ
ャ
ン
プ
を
行
い
ま
し

た
。
晴
天
の
な
か
、
楽
し
み
な

が
ら
も
学
び
が
多
い
二
日
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
の
期
間
中
、
六
年
生
が
中

心
と
な
り
み
ん
な
仲
良
く
、

そ
し
て
な
に
よ
り
も
高
学
年

の
団
結
力
が
よ
り
一
層
強
く

な
り
ま
し
た
。
二
学
期
の
学

校
生
活
で
も
、
一
学
期
に
培

っ
た
、
と
も
に
助
け
合
う
力

を
発
揮
し
、
た
く
さ
ん
の
成

果
を
得
よ
う
と
決
心
し
た
児

童
た
ち
で
す
。 

七
月
三
十
一
日
、
第
三
回

体
験
保
育
「
夏
祭
り
～
ア
マ

ラ
リ
ー
～
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
感
染
防
止
対
策
を
行
い

な
が
ら
出
来
る
だ
け
「
密
」
を

避
け
ら
れ
る
よ
う
に
遊
び
を

工
夫
し
ま
し
た
。
在
園
児
や

学
齢
前
オ
リ
ニ
、
土
曜
児
童

教
室
に
通
う
、
日
本
学
校
の

お
友
達
な
ど
計
五
十
六
名
の

オ
リ
ニ
、
児
童
た
ち
が
遊
び

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
今
年

初
登
場
し
た
「
巨
大
迷
路
」
で

は
少
し
迷
い
な
が
ら
も
、
み

ん
な
ち
ゃ
ん
と
ゴ
ー
ル
で
き

て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

新型コロナウイルス感染症の終息はまだ見えてきませ

んが、手指の消毒、マスク着用、適切な換気やフィジカ

ル・ディスタンスの確保など、感染対策を徹底しながら楽

しい幼稚班・学校生活を送って参ります！！ 
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緊急事態宣言発出により本校で

は感染防止対策を徹底し、初級部

と幼稚班を分けて始業式を 8月 31

日に行いました。園児・児童たち

の元気な姿みて安心感と責任

感がより一層湧きました。 

2 学期もコロナに負けない

うにマスク着用をはじめ万全

な感染予防対策の下、学校創

立 75 周年の今年度を一つ一

つ丁寧に責任をもって頑張っ

てまいります。 

 

本校スローガン 

『刻んで来た 75 年、 

繋いで行こうウリハッキョ、 

1 つの心で』 

 

 

 
 
 
 

2 学期の始まり 

  
 
オモニ会による、創立 75 周年を迎えた園児・児童に 75 周年記

念Ｔシャツのプレゼント❣ なんと！デザインは 6 年生がしまし

た。又、教育環境の充実化のために新しい本のプレゼントがあり

ました。アボジ会による、創立 75周年を迎えた本校の運動場遊具

のペンキ塗装と運動場の草むしり、いつもコマッスンミダ。 

オモニ会・アボジ会 

幼稚班ではこの日の為にお話と〈昆虫体操〉をオリニたち

が意見を出し合い一生懸命に練習をしました。当日、入園体

験のオリニとオモニたちの前で楽しく披露しました。 

 幼稚班体験保育〈七夕モイム〉 

 楽しい高学年キャンプ 

 7 月 21 日～23 日、浜松の海に行きました。  児童は冷たい！ 
しょっぱい～と大喜び❣カヌーにサップボード、バナナボード体

験では大興奮❣楽しく学んだ 2泊 3日となりました。 

  

【2 学期予定表】 

 9 月 11 日  ： 75 周年記念  

《学校歴史》発表会  

 9 月 26 日  ：運動会  

10 月 24 日  ：愛校節  

11 月 28 日  ：創立 75 周年記念  

チャリティーゴルフコンペ 

 楽しい低学年遠足 

 コロナ感染対策を徹底して待ちに待った遠足へ❣ 

 神戸どうぶつ王国でハシビロコウやスナネコなどとても珍しい

動物を見て触れて、とても楽しい一日をすごしました。  
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兵
庫
朝
鮮
学
園 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
！ 

「
兵
庫
朝
鮮
学
園
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」
に
ご
入

会
の
上
、
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
を
ご
支
援
く
だ
さ
い
。 

【
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
概
要
】 

ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
を
ご
支
援
く
だ
さ
る
方
の
会
で

す
。
皆
様
の
会
費
を
各
学
校
に
て
教
育
設
備
の
充

実
な
ど
運
営
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

会
費
は
毎
月
も
し
く
は
一
年
毎
に
ご
指
定
の

金
額
、
方
法
で
集
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 【
集
金
方
法
】 

以
下
の
方
法
よ
り
お
選
び
く
だ
さ
い
。 

①
各
学
校
指
定
の
口
座
で
の
自
動
引
落
し 

②
集
金
代
行
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
自
動
引
落
し 

 
 

※
金
融
機
関
を
問
い
ま
せ
ん
。 

③
そ
の
他
の
方
法(

手
集
金
な
ど) 

 

深い悲しみと心よりの感謝を込めて… 

去
る
八
月
一
九
日(

木)

、
伊
丹
朝
鮮
初

級
学
校
に
て
講
師
を
勤
め
て
下
さ
っ
た
、

田
中
ひ
ろ
み
先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。 田

中
先
生
は
池
田
市
内
に
て
四
一
年

間
、
保
育
園
教
員
と
し
て
勤
め
ら
れ
た
後
、

長
年
に
渡
り
伊
丹
朝
鮮
初
級
学
校
幼
稚
班

の
非
常
勤
講
師
、
常
勤
講
師
と
し
て
尽
力

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

「
朝
鮮
学
校
を
支
え
る
宝
塚
市
民
の

会
」
「
朝
鮮
問
題
を
考
え
る
宝
塚
市
民
の

会
」
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
、「
日

朝
友
好
兵
庫
県
民
の
会
」
の
主
要
メ
ン
バ

ー
と
し
て
も
活
動
さ
れ
た
田
中
先
生
は
、

ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
高
級
部
が
「
高
校
無
償
化
」

よ
り
除
外
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
よ
り
神
戸

朝
鮮
高
級
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
行
わ
れ

た
宝
塚
コ
ン
サ
ー
ト
「
吹
奏
楽
と
詩
の
夕

べ
」
、
二
〇
一
三
年
よ
り
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
福
島
朝
鮮
初
中
級
学
校
児
童
の

た
め
に
「
福
島
朝
鮮
学
校
保
養
キ
ャ
ン
プ

i
n

宝
塚
」
の
各
実
行
委
員
会
の
主
要
メ
ン

バ
ー
と
し
て
精
力
的
に
活
動
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
先
生
は
「
高
校
無
償
化
」「
幼

児
教
育
無
償
化
」
の
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
へ
の

適
用
を
求
め
署
名
運
動
に
欠
か
さ
ず
参
加

さ
れ
、
宝
塚
市
に
て
独
自
の
「
幼
保
無
償

化
」
請
願
の
採
択
、
そ
し
て
削
減
さ
れ
る

補
助
金
の
確
保
な
ど
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
児

童
・
生
徒
の
笑
顔
と
等
し
く
学
ぶ
権
利
を

守
る
た
め
、
多
方
面
に
渡
り
尽
力
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

晩
年
、
先
生
は
伊
丹
朝
鮮
初
級
学
校
の

講
師
と
し
て
園
児
・
児
童
と
共
に
過
ご
し

て
く
だ
さ
り
、
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ニ
ワ

ト
リ
の
鳴
き
声
や
ゴ
リ
ラ
の
物
ま
ね
を
し

て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
「
ゴ
リ

ラ
ハ
ン
メ
」
と
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
に
捧
げ
て
下

さ
っ
た
田
中
ひ
ろ
み
先
生
の
愛
情
、
そ
し

て
笑
顔
と
歌
声
、
姿
を
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
田
中
ひ
ろ
み
先
生
、
ウ
リ
ハ

ッ
キ
ョ
に
温
か
い
愛
情
を
注
い
で
く
だ
さ

り
チ
ャ
ン
マ
ル
ロ 

コ
マ
ッ
ス
ン
ニ
ダ
。 

先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。 

(故田中ひろみ先生) 


